
沖縄県職員
採用ガイダンス２０２５（畜産）



沖縄県の農業産出額について

令和４年の沖縄県の農業産出額は890億円で、そのうち畜産は46.3%を占めてい
る。



沖縄県の畜産概要について

豚熱の発生により養豚の産出額が大きく低下した。
肉用子牛の価格も新型コロナによる需要減退で厳しい状況が続いている。



（単位：戸、頭、千羽）

飼養戸数 飼養頭羽数 一戸当たり

６位　(2,100 戸) ９位　(79,000 頭) ４３位　(37.6頭／戸）

全国 １位　鹿児島県(5,980) １位　北海道(558,500) １位　滋賀県（271.6）
2,672,000頭 ２位　宮崎県(4,390) ２位　鹿児島県(362,700) ２位　北海道（263.4）

36,500戸 ３位　岩手県(3,170) ３位　宮崎県(258,200) ３位　三重県（227.5）

３２位　(65 戸） ３３位　（3,680頭) ３３位　(56.6頭／戸）

全国 １位　北海道(5,170) １位　北海道(821,500) １位　三重県（254.1）
1,313,000頭 ２位　岩手県（692） ２位　栃木県(52,800) ２位　北海道(158.9)

11,900戸 ３位　栃木県（553） ３位　熊本県(43,000) ３位　島根県(147.2)

７位　(125戸） １４位　（184,500頭) ４０位　(1,060.3頭／戸）

全国 １位　鹿児島県(293) １位　鹿児島県(1,200,000) １位　島根県（7,840.0）
8,798,000頭 ２位　宮崎県(170) ２位　北海道(752,200) ２位　青森県（6,975.0）

3,130戸 ３位　北海道(163) ３位　宮崎県(721,900) ３位　広島県（6,150.0）

２４位　(35 戸） ２９位　（1,440千羽) ３４位　(31.6千羽／戸）

全国 １位　愛知県(113) １位　千葉県(14,173) １位　青森県(204.3)
170,776千羽 ２位　鹿児島県(101) ２位　茨城県(12,310) ２位　岩手県(188.4)

1,700戸 ３位　千葉県(90) ３位　鹿児島県(10,302) ３位　広島県(153.3)

２４位　(15 戸） ３０位　（624 千羽) ３０位　(41.6千羽／戸）

全国 １位　宮崎県(442) １位　鹿児島県(32,003) １位　北海道(691.4)
144,859千羽 ２位　鹿児島県(402) ２位　宮崎県(28,155) ２位　鳥取県(286.5)

2,050戸 ３位　岩手県(301) ３位　岩手県(23,604) ３位　岡山県(157.8)

　資料　：「畜産統計（令和６年２月１日現在）」(農林水産省)
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採卵鶏

全国的にみた沖縄県畜産の地位　（令和６年２月現在）

乳用牛

肉用牛

畜　　種
沖　縄　県　の　順　位　（ 上　段 ）

肉用牛子牛取引頭数は、
全国４位！！
※令和５年度実績

 黒毛和種のみの取引頭数
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中央家畜保健衛生所
（南城市）

本島中南部地域の
家畜保健衛生指導業務

農林水産部が所管する畜産関係機関

宮古家畜保健衛生所
（宮古島市）

宮古・多良間地域の
家畜保健衛生指導業務

八重山家畜保健衛生所
（石垣市）

八重山・与那国地域の
家畜保健衛生指導業務

畜産研究センター
（今帰仁村）

生産・改良などの畜産業に
関する試験研究業務

家畜衛生試験場
（うるま市）

家畜衛生関連の
試験研究や検査業務

農林水産部畜産課
（那覇市）

畜産行政の中心
関連事業の企画立案

家畜改良センター
（国頭村）

種豚の系統造成
ランドレース種の系統造成

乳用牛の育成・供給

北部家畜保健衛生所
（名護市）

本島北部地域の
家畜保健衛生指導業務

農業改良普及センター ※
（各地域・離島含む）

安定的な農業の担い手育成
沖縄ブランドに向けた産地育成
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家畜改良センターの業務について
（種豚改良部門）



家畜改良センターの業務について
（乳用牛部門）

平成29年度より乳用牛の育成・管理については沖縄県酪農農業協同組合へ委託



畜産研究センターの業務について
（育種改良班）

沖縄県基幹種雄牛の造成・凍結精液の製造 暖地型牧草の遺伝資源評価・種子採取



畜産研究センターの業務について
（飼養・環境班）

ニュージーランドから導入した山羊の精液配布



家畜保健衛生所の業務について
（畜産振興業務）

畜産共進会の審査

畜産環境保全の指導

牧草の収量調査

畜産経営の改善指導



家畜保健衛生所の業務について
（防疫衛生業務）

予防接種

畜舎消毒 みつばち腐蛆病検査

高病原性インフルエンザ検査

防疫演習

衛生検査のための採血



家畜衛生試験場の業務について



主な業務
①事業の企画・立案、予算の確保

②調査・依頼物のとりまとめ・報告業務

県庁畜産課の業務について

○飼料基盤班・・・家畜飼料、飼料基盤整備に関する業務等

○家畜防疫対策班・・・家畜防疫・衛生に関する業務等

○畜産政策班・・・家畜・畜産物の流通、畜産統計に関する業務等

○生産環境基盤班・・・家畜の改良、環境基盤整備に関する業務等

業務担当班
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